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はじめに

　本プロジェクト授業の目的は、グローバルな人の移動が進展するなかでエスニック・コ

ミュニティがいかに変貌し、ホスト社会へ影響を与えるかなどを調べることである。それ

に関連して一定期間の外国滞在後に帰国した人々のトランスナショナルに展開するネット

ワーク形成のあり方についてもデータ収集している。本プロジェクトの授業および研究期

間は当初の計画では 2014 年度から 2016 年度にかけての 3 年間で、各年度とも実地調査の

実施そのものが授業内容になっている。調査に関しては外国人住民支援の NGO、”Asian 

People’s Friendship Society（以下 APFS）”と連携しており、大学教育と NGO 連携の

在り方に関するプロトタイプの提示、という目標もある。NGO による情報提供だけでなく、

大学側も NGO の外国人住民支援に関する研究上および実質的な貢献を目指している。

　APFS は 1987 年 12 月に創設されて、これまで外国人住民の支援を行ってきた。とくに

1980 年代後半に数多く訪問したバングラデシュ出身者は主要なメンバーであった。近年は、

フィリピン出身者が多くなっているが、バングラデシュとの絆を保持しており、前回と今回

の調査でもそのトランスナショナルなネットワークが活用された。日本国内とダッカで聞き

取り調査を実施してきた。日本社会とバングラデシュへの帰還者のトランスナショナルな

絆、日本とバングラデシュの両国に関連する組織活動等については、社会的背景としての

移住者を送出した国（バングラデシュ）の変化、日本とバングラデシュのかかわりの変化

についても資料を整理している。　

　当初、授業としては定量的、定性的な調査のいずれも実践できるようなプログラムの設

定を計画して、調査計画およびその実践、データ解析や報告書作成だけでなく、シンポジ

ウムあるいは学会発表なども予定していた。2015 年 9 月のバングラデシュでのフィールド

ワークの際には、現地での記者会見がテレビのニュースで取り上げられ、幅広く本プロジェ

クトを紹介する機会があった。また、この間にプロジェクト型授業担当者が、本授業と深

くかかわる書籍『市民が提案するこれからの移民政策』（現代人文社）を上梓しただけでなく、

次の出版企画も進行している。本年度は、バングラデシュ調査に関する公開講演会も開催

した。

　調査法としての実践に関する学習体系を十分に築けたかと考えると、まだその途上に過

ぎない。大学教育と NGO の連携の在り方についても、モデルの提示までには至っていな
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いかも知れない。しかし、ダッカやビクランプールにおける長時間のインタビュー等は、現

時点では解析の途中段階だが、貴重なデータである。実践的な授業の展開やそれにともな

う研究成果だけでなく、何よりもバングラデシュでの体験そのものが大学院生だけでなく、

教員として関わってきたわれわれにとって非常に意義深いものであった。現地で協力して

いただいた方々なくしては、調査のインタビューどころか現地での活動そのものが不可能

であった。この場をお借りして、心からお礼申し上げたい。

水上　徹男




